
重点１ 対話を通して学びの深まりを実感できる探究的な研修の充実

自らの願いや問いをもとに、他者との対話を通して学びを深め、実践と理論
を行き来しながら、自分の教育観や授業観を見つめ直す探究的な研修を目指し
ます。研修デザインやファシリテーションを工夫し、先生方の学びがより深ま
り、自身の省察や新たな気づきへとつながるようにします。

令和８年度 総合教育センター事業の方向
〔〔総総合合教教育育セセンンタターー事事業業目目標標〕〕
対話の楽しさや気づきを起点に、

学びを深め、実践へつなげる研修

重点２ 共に探究する「学び合いのコミュニティ」の創出

先生方が安心して語り合い、互いの経験や考えを通して学び合うコミュニティ
の創出を目指します。また、先生一人ひとりの中での学び、学校現場での先生同
士の学び合い、学校とセンターの往還、そしてセンター自身の学びが、互いに響
き合っていくよう目指していきます。

 

 

 

 

 

 

講講座座内内容容・・連連絡絡  

(1) 各研修講座の「内容、連絡等」を必ず事前にお読みください。 

(2) 全国教員研修プラットフォーム（以下、Plant）や当センターのホームページに、追加連絡や講師 

の変更等についての情報を掲載する場合がありますのでご確認ください。 

  ※ 当センターのホームページに掲載される追加連絡は「研修講座の 

  追加連絡はこちらから」のバナー（右図）からご確認ください。 

  ※ 学校代表のメールアドレスへ連絡事項を送信する場合もあります。 

(3) 受付終了時刻までに入室してください。それ以降は遅刻となります。 

  ※ 研修講座の基本日程はp.6又は裏表紙を参照してください。 

(4) 欠席、遅刻、早退する場合は、必ず管理職を通じて申請をしてください（p.82参照）。 

(5) 体調がすぐれない場合には、無理をせず早めに管理職に申し出てください。 

会会場場・・受受付付  

(1) 各研修講座の会場は、当日、当センター入口の電子掲示板に表示されています。 

(2) 受付は電子掲示板に表示されている会場で行います。 

(3) 当センター以外の会場（オンラインも含む）で行う研修講座については、詳細な通知がPlant及 

び当センターのホームページに掲載されますので、そちらも確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県教育委員会では、平成25年11月に「長野県教員研修体系」を策定し、長野県の教員に求められる５つの資質能力

を示しました。そして、平成28年11月教育公務員特例法の一部改正を受けて「長野県教員育成指標」を策定しました。こ

の育成指標は、教員が各ステージにおいて担う役割を明らかにするとともに、自らの職責や経験、適性に応じて効果的、継

続的に学び続けることができるよう目安を示したものです（長野県教員育成指標については表紙裏参照）。 

これを受け、総合教育センターでは、キャリアステージに応じて総合的な教師力の向上を目指す指定研修と学校・園の

学校力の向上および教師力の向上を目指す希望研修を提供します。 

また、平成29年３月、平成30年３月に公示された学習指導要領を受けて、「主体的・対話的で深い学び」の視点による

授業改善をすすめる研修を提供し、受講内容の帰校後の共有・活用にいたるまでをサポートします。 

受講の手引 

 
  

平成８年に総合教育センターが設立された際、セン

ター設置の理念を込めて石碑に刻まれ、玄関前に設置さ

れました。 

 学校教育に携わる者、生涯教育に携わる者、幅広く教

育に関心をもつ者、いずれも教育への熱意と探究心をも

つ者が共に集い研鑽する場でありたいとの願いが込めら

れています。総合教育センター、生涯学習推進センター

へお越しの際は、是非足を止めてご覧ください。 

 

はじめに 
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指定研修には、初任者研修（１年次・２年次）、キャリアアップ研修Ⅰ（５年経験者研修）、中堅教諭等資質向上

研修にあたるキャリアアップ研修Ⅱ（10 年経験者研修）、キャリアアップ研修Ⅲ（20 年経験者研修）、校長・教頭

を対象とした研修があり、キャリアステージに応じて研修が設定されています。 

初任者研修及びキャリアアップ研修Ⅰ、Ⅱでは、講義・演習を通して、それぞれのキャリアステージに応じて求め

られる資質と能力を向上させるとともに、学校で直面している教育課題に対応できる知識と技能の習得につなげます。 

キャリアアップ研修Ⅲでは、充実期の教員として専門性や人間性を高め、ミドルリーダーに求められる実践力の向

上を目指します。 

校長・教頭を対象とした研修では、学校経営を行うために管理職として必要な識見を高めるとともに、各校の教育

理念に基づいた学校経営につながる研修を行い、直面する様々な教育課題の解決に役立つ知識と手法を、講義・演習

により学びます。 

 

(1) 概要 （詳細は各指定研修の「研修の手引」を参照） 

 ① 校長研修・教頭研修 

   総合教育センター主催は共通必修研修のみ（p.10に掲載）【申込み不要】 

 ② 初任者研修 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

幼 
○ 令和８年度採用者 

 全県セッションⅠ 
1日  p.12 

小 
中 
義 
特 

○ １年次（令和８年度採用者） 

 全県セッションⅠ 

 全県セッションⅡ（オンライン） 

 全県セッションⅢ 

 

1日 

１日 

１日 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 

 

 

p.12 

○ ２年次（令和７年度採用者） 

 全県セッション（オンライン） 
1日 

○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 
p.16 

高 

○ １年次（令和８年度採用者） 

 講座案内 p.17～19を参照 
12日 

○ 選択必修研修 ３日間 

 総合教育センターの対象講座から選択 
p.17 

○ ２年次（令和７年度採用者） 

 ２年次教職研修Ａ・Ｂ 
1日 

 

 
p.22 

 ③ キャリアアップ研修Ⅰ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修（特別支援学校のみ） 

【申込み必要】 
掲載 
ページ 

小中 
義 
特 

○ 全県セッションＡ・Ｂ 

 

1日 

 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 
p.23 

高 
○ 教職研修ⅠＡ・Ｂ 

○ 教職研修ⅡＡ・Ｂ 

1日 

１日 

 

 
p.25 

 ④ キャリアアップ研修Ⅱ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

幼 
○ 全県セッションⅠ 

 

1日 

 
 

p.27 
小 
中 
義 

○ 全県セッションⅠＡ・Ｂ 

○ 全県セッションⅡＡ・Ｂ 

1日 

１日 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 

特 
○ 全県セッションⅠＡ・Ｂ 

○ 全県セッションⅡＡ・Ｂ 

１日 

１日 

○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 

Ⅰ 教員対象研修 

１ 指定研修 
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高 

○ 教職研修ⅠＡ・Ｂ 

○ 生徒指導力充実研修 

○ 教職研修Ⅱ 

○ 教職研修Ⅲ 

1日 

１日 

１日 

１日 

○ 選択必修研修 ２日 

 総合教育センターの対象講座から１日 

 県教育委員会が指定する授業公開等から１日 

 

p.32 

 ⑤ キャリアアップ研修Ⅲ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

小中 
義 
特 

 
○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 
p.36 

高  
○ 校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 

 

(2) 猶予、休止・再開について（各様式はホームページを参照） 

 ① 猶予（各研修種の研修の全てを受講できない場合） 

研修種及び講座 申請書類 送付先 

小・中・特 初任者研修（２年次研修） 「２年次研修猶予願」（様式28） 

総合教育センター 

 

【電子申請】 

高校 初任者研修（２年次研修） 

「指定研修猶予願」（様式第40号） 

キャリアアップ研修Ⅰ 

キャリアアップ研修Ⅱ 

キャリアアップ研修Ⅲ 

 （注）前年度の対象予定者調査票に「猶予予定」と回答した場合は、「猶予願」の申請は必要ありません。調査時と変更 

    になった場合のみ申請してください。 

 ② 休止・再開（年度途中に研修を休止または再開する場合） 

研修種及び講座 提出書類 送付先 

初任者研修（２年次研修） 

・休止する場合 

 「指定研修休止願」（様式44） 

 「指定研修報告書（休止者用）」 

    （様式は「研修の手引」参照） 
 
・再開する場合 

 「指定研修再開願」（様式45） 

電子申請の後 
 
小学校・中学校・義務教育学校 
 市町村教育委員会 
 
高校・県立中学校 

 学びの改革支援課 
 
特別支援学校 
 特別支援教育課 
 

【すべて郵送】 

キャリアアップ研修Ⅰ 

キャリアアップ研修Ⅱ 

キャリアアップ研修Ⅲ 

 （注）キャリアアップ研修Ⅰの高校教諭は、「指定研修報告書（休止者用）」の提出は必要ありません。 

 

(3) 欠席及び遅刻・早退について 

  対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等で研修を欠席する場合、校長・園長は、電電話話ににてて教教職職教教育育部部長長  

（（00226633‐‐5533‐‐88880044））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。また、

電子申請送信直後の画面から出力可能なPDFファイル（様式第60号）を出力し、所属校で保管してください。 

  なお、代替研修については、後日担当者から連絡します。 

 

(4) 改姓について 

  送付した決定通知に記載された教職員で、姓の変更が必要な場合、管管理理職職はは、、教教職職教教育育部部（（00226633‐‐5533‐‐88880044））にに  

連連絡絡ししててくくだだささいい。。  
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指定研修には、初任者研修（１年次・２年次）、キャリアアップ研修Ⅰ（５年経験者研修）、中堅教諭等資質向上

研修にあたるキャリアアップ研修Ⅱ（10 年経験者研修）、キャリアアップ研修Ⅲ（20 年経験者研修）、校長・教頭

を対象とした研修があり、キャリアステージに応じて研修が設定されています。 

初任者研修及びキャリアアップ研修Ⅰ、Ⅱでは、講義・演習を通して、それぞれのキャリアステージに応じて求め

られる資質と能力を向上させるとともに、学校で直面している教育課題に対応できる知識と技能の習得につなげます。 

キャリアアップ研修Ⅲでは、充実期の教員として専門性や人間性を高め、ミドルリーダーに求められる実践力の向

上を目指します。 

校長・教頭を対象とした研修では、学校経営を行うために管理職として必要な識見を高めるとともに、各校の教育

理念に基づいた学校経営につながる研修を行い、直面する様々な教育課題の解決に役立つ知識と手法を、講義・演習

により学びます。 

 

(1) 概要 （詳細は各指定研修の「研修の手引」を参照） 

 ① 校長研修・教頭研修 

   総合教育センター主催は共通必修研修のみ（p.10に掲載）【申込み不要】 

 ② 初任者研修 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

幼 
○ 令和８年度採用者 

 全県セッションⅠ 
1日  p.12 

小 
中 
義 
特 

○ １年次（令和８年度採用者） 

 全県セッションⅠ 

 全県セッションⅡ（オンライン） 

 全県セッションⅢ 

 

1日 

１日 

１日 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 

 

 

p.12 

○ ２年次（令和７年度採用者） 

 全県セッション（オンライン） 
1日 

○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 
p.16 

高 

○ １年次（令和８年度採用者） 

 講座案内 p.17～19を参照 
12日 

○ 選択必修研修 ３日間 

 総合教育センターの対象講座から選択 
p.17 

○ ２年次（令和７年度採用者） 

 ２年次教職研修Ａ・Ｂ 
1日 

 

 
p.22 

 ③ キャリアアップ研修Ⅰ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修（特別支援学校のみ） 

【申込み必要】 
掲載 
ページ 

小中 
義 
特 

○ 全県セッションＡ・Ｂ 

 

1日 

 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 
p.23 

高 
○ 教職研修ⅠＡ・Ｂ 

○ 教職研修ⅡＡ・Ｂ 

1日 

１日 

 

 
p.25 

 ④ キャリアアップ研修Ⅱ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

幼 
○ 全県セッションⅠ 

 

1日 

 
 

p.27 
小 
中 
義 

○ 全県セッションⅠＡ・Ｂ 

○ 全県セッションⅡＡ・Ｂ 

1日 

１日 

○「わたしが選ぶ」総合教育センター研修 １日 

 総合教育センターの対象講座から選択 

特 
○ 全県セッションⅠＡ・Ｂ 

○ 全県セッションⅡＡ・Ｂ 

１日 

１日 

○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 

Ⅰ 教員対象研修 

１ 指定研修 
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高 

○ 教職研修ⅠＡ・Ｂ 

○ 生徒指導力充実研修 

○ 教職研修Ⅱ 

○ 教職研修Ⅲ 

1日 

１日 

１日 

１日 

○ 選択必修研修 ２日 

 総合教育センターの対象講座から１日 

 県教育委員会が指定する授業公開等から１日 

 

p.32 

 ⑤ キャリアアップ研修Ⅲ 

校種 
総合教育センター主催の共通必修研修 

【申込み不要】 
選択必修研修・校外研修 
【申込み必要】 

掲載 
ページ 

小中 
義 
特 

 
○「わたしが選ぶ」校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 
p.36 

高  
○ 校外研修 １日 

 総合教育センターの対象講座からも選択可能 

 

(2) 猶予、休止・再開について（各様式はホームページを参照） 

 ① 猶予（各研修種の研修の全てを受講できない場合） 

研修種及び講座 申請書類 送付先 

小・中・特 初任者研修（２年次研修） 「２年次研修猶予願」（様式28） 

総合教育センター 

 

【電子申請】 

高校 初任者研修（２年次研修） 

「指定研修猶予願」（様式第40号） 

キャリアアップ研修Ⅰ 

キャリアアップ研修Ⅱ 

キャリアアップ研修Ⅲ 

 （注）前年度の対象予定者調査票に「猶予予定」と回答した場合は、「猶予願」の申請は必要ありません。調査時と変更 

    になった場合のみ申請してください。 

 ② 休止・再開（年度途中に研修を休止または再開する場合） 

研修種及び講座 提出書類 送付先 

初任者研修（２年次研修） 

・休止する場合 

 「指定研修休止願」（様式44） 

 「指定研修報告書（休止者用）」 

    （様式は「研修の手引」参照） 
 
・再開する場合 

 「指定研修再開願」（様式45） 

電子申請の後 
 
小学校・中学校・義務教育学校 
 市町村教育委員会 
 
高校・県立中学校 

 学びの改革支援課 
 
特別支援学校 
 特別支援教育課 
 

【すべて郵送】 

キャリアアップ研修Ⅰ 

キャリアアップ研修Ⅱ 

キャリアアップ研修Ⅲ 

 （注）キャリアアップ研修Ⅰの高校教諭は、「指定研修報告書（休止者用）」の提出は必要ありません。 

 

(3) 欠席及び遅刻・早退について 

  対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等で研修を欠席する場合、校長・園長は、電電話話ににてて教教職職教教育育部部長長  

（（00226633‐‐5533‐‐88880044））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。また、

電子申請送信直後の画面から出力可能なPDFファイル（様式第60号）を出力し、所属校で保管してください。 

  なお、代替研修については、後日担当者から連絡します。 

 

(4) 改姓について 

  送付した決定通知に記載された教職員で、姓の変更が必要な場合、管管理理職職はは、、教教職職教教育育部部（（00226633‐‐5533‐‐88880044））にに  

連連絡絡ししててくくだだささいい。。  
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 教科指導や生徒指導、学校運営に関わる知識・技能及び資質の向上又は課題の解決に向けて、指導の基礎・基本か

ら専門性の深化まで各自のキャリアステージに合わせた研修講座を選択することができます。 

 

(1) 概要 

研 修 分 野 対 象 者 

学校力の向上を目指す研修、 

教科等教育研修、学校体育研修、 

生徒指導研修、特別支援教育研修、 

情報教育研修、産業教育研修、 

産業教育実践研修、産業教育教材探究､ 

先端技術研修 

受講を希望する教員（育休中を含む）のうち、所属長が推薦し、セン 

ター所長がその受講を決定した者。 

・育休中の教員が受講を希望する場合は、申込み前に所属長より、 

企画調査部（0263‐53‐8802）へお問い合わせください。 

・療休中の教員の受講は、原則としてできません。 

※行政職員や教育委員会の指導主事の受講申込みについては、(6)の 

 ②を確認してください。 

 

(2) 希望研修受付に係る日程 

   ４月13日（月）希望研修申込受付開始 

   ４月24日（金）希望研修教員申込締切 

  （学校管理職申込承認は４月28日（火）まで） 

   ５月19日（火）希望研修の受講者選考結果公表 

           （午後１時以降に公表） 

   ５月20日（水）追加募集開始 

   ６月 ４日（木）希望研修スタート 

 

(3) 受講申込みについて 

 ① 希望研修対象講座（p.37～77（連携講座も含む））の中から選んでください。 

 ② 希望研修は、４月の申込みでは１１人人３３講講座座ままでで申し込むことができます。複数の研修講座を申し込む場合は、

実施日が重複しないよう注意してください。また、他のスケジュールと重複することがないよう、所属校の年間

行事予定、指定研修日など十分確認してください。 

  （講座名の表記に係る注意） 

   講座名末尾にＡ、Ｂが付してある研修講座は、同じ内容を複数回実施する研修講座です。重複して申し込む 

   ことはできません。 

 ③ 受受講講申申込込みみはは、、PPllaanntt をを通通じじてて申申しし込込んんででくくだだささいい（Plant マニュアルは当センターのホームページからダウン

ロードできます）。Plant に登録されていない教員（公立学校の非常勤講師、私立学校の教員、幼稚園・認定こ

ども園の教員等）の受講申込みは、教頭を通じて、「ながの電子申請サービス」から申込みを行ってください

（当センターのホームページ「希望研修の情報・申込はこちらから」のバナーから行ってください）。 

 ④ 教頭は、Plant の学校管理職アカウントにて、４４月月 2288 日日（（火火））ままででにに受受講講申申込込みみのの承承認認・・否否決決のの登登録録を行って

ください（Plantマニュアルを参照）。 

 ⑤ 受講の採否は、５月 19 日（火）午後１時以降に Plant 上で公表しますので、Plant にログインして確認してく

ださい。学学校校やや受受講講申申込込者者へへのの紙紙にによよるる通通知知はは行行いいまませせんん。。各各校校ににてて受受講講希希望望者者へへのの周周知知ををおお願願いいししまますす。。

Plantに登録されていない教員の受講の採否は、「学校別受講決定者通知書」を所属長あてに郵送します。 

  

５月に行われる学校体育研修については、 

５月19日（火）より前に受講決定者へ通知します。 

２ 希望研修 
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(4) 追加募集する研修講座について 

 ① 申込み締切以降、追加募集する研修講座がある場合は、引き続き申込みを受付けます。追加募集する研修講座

の一覧を、５月20日（水）にPlant及び当センターのホームページに掲載します。 

 ② 追加募集講座への申込み数に制限はありません。４月の申込みで３講座申し込んだ方も、新たに申し込むこと

ができます。他のスケジュールと重複することがないよう十分確認してください。 

 ③ 追加募集講座への申込みは、(3)の③及び④と同様に行ってください。 

 ④ 申込みは５月 20 日（水）から始まります。各講座の実施日の 10 日前までに申し込んでください（実施日の 10

日前が土日・祝日である場合は、申込み締切日を直前の平日に繰り上げます）。 

 ⑤ 申込状況により、各講座の締切日よりも前に募集を終了する場合があります。 

 

(5) 欠席、遅刻・早退について 

 ① 欠席について 

   対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等により研修を欠席する場合、管理職は、電電話話ににてて企企画画調調査査部部

（（00226633‐‐5533‐‐88880022））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。その

際、電子申請送信直後の画面から出力可能な PDF ファイル（様式第 71 号）を出力し、所属校で保管してくださ

い。欠席する教職員に代わり他の教職員が受講する場合、代理受講者についても申請してください。欠席しなけ

ればならないことが分かった時点で、できるだけ早く、当センターへの連絡、欠席・遅刻・早退に係る電子申請

を行ってください。 

   なお、材料費を必要とする研修講座では、止むを得ない事由等で欠欠席席ししたた場場合合もも材材料料費費をを徴徴収収させていただき

ます。所属校の教頭を通じて連絡を取らせていただきますのでご承知おきください。 

 ② 遅刻・早退について 

   管理職は、電電話話ににてて企企画画調調査査部部（（00226633‐‐5533‐‐88880022））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを

行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。その際、電子申請送信直後の画面から出力可能なPDF ファイル（様式第 71 号）

を出力し、所属校で保管してください。 

      なお、体調不良等で、当日早退する場合は、当センターから所属長へ電話にて連絡します。その場合は後日、

欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい。。  

 

(6) その他 

 ① 手話通訳者の希望がある場合は、事前に管理職から企画調査部（0263‐53‐8802）に連絡してください。手話

通訳者の派遣依頼に時間を要しますので、早めの連絡をお願いします。 

 ② 行政職員や教育委員会の指導主事が当センターの研修講座への参加を希望する場合は、研修の視察として扱い

ます。５月 20 日（水）以降に、所属長から企画調査部長へお問い合わせください。参加を希望する研修講座の

講座担当者に受講の可否を確認します。受講が可能である場合は、当センターのホームページ「希望研修の情

報・申込はこちらから」のバナーから、「ながの電子申請サービス」を通じて「研修講座への視察について（様

式１号）」を企画調査部へ提出してください。 

 ③ 信州大学教育学部附属学校園、私立学校（幼稚園・認定こども園を含む）の教職員が当センターの研修講座を

受講する場合、講座受講料として１人１講座 1,000 円をいただきます。研修終了後に所属長あてに納付書を送付

します。また、研修講座によっては材料費等が別途必要になる場合があります。詳細は p.37～77 の希望研修対

象講座一覧表で確認してください。 
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 教科指導や生徒指導、学校運営に関わる知識・技能及び資質の向上又は課題の解決に向けて、指導の基礎・基本か

ら専門性の深化まで各自のキャリアステージに合わせた研修講座を選択することができます。 

 

(1) 概要 

研 修 分 野 対 象 者 

学校力の向上を目指す研修、 

教科等教育研修、学校体育研修、 

生徒指導研修、特別支援教育研修、 

情報教育研修、産業教育研修、 

産業教育実践研修、産業教育教材探究､ 

先端技術研修 

受講を希望する教員（育休中を含む）のうち、所属長が推薦し、セン 

ター所長がその受講を決定した者。 

・育休中の教員が受講を希望する場合は、申込み前に所属長より、 

企画調査部（0263‐53‐8802）へお問い合わせください。 

・療休中の教員の受講は、原則としてできません。 

※行政職員や教育委員会の指導主事の受講申込みについては、(6)の 

 ②を確認してください。 

 

(2) 希望研修受付に係る日程 

   ４月13日（月）希望研修申込受付開始 

   ４月24日（金）希望研修教員申込締切 

  （学校管理職申込承認は４月28日（火）まで） 

   ５月19日（火）希望研修の受講者選考結果公表 

           （午後１時以降に公表） 

   ５月20日（水）追加募集開始 

   ６月 ４日（木）希望研修スタート 

 

(3) 受講申込みについて 

 ① 希望研修対象講座（p.37～77（連携講座も含む））の中から選んでください。 

 ② 希望研修は、４月の申込みでは１１人人３３講講座座ままでで申し込むことができます。複数の研修講座を申し込む場合は、

実施日が重複しないよう注意してください。また、他のスケジュールと重複することがないよう、所属校の年間

行事予定、指定研修日など十分確認してください。 

  （講座名の表記に係る注意） 

   講座名末尾にＡ、Ｂが付してある研修講座は、同じ内容を複数回実施する研修講座です。重複して申し込む 

   ことはできません。 

 ③ 受受講講申申込込みみはは、、PPllaanntt をを通通じじてて申申しし込込んんででくくだだささいい（Plant マニュアルは当センターのホームページからダウン

ロードできます）。Plant に登録されていない教員（公立学校の非常勤講師、私立学校の教員、幼稚園・認定こ

ども園の教員等）の受講申込みは、教頭を通じて、「ながの電子申請サービス」から申込みを行ってください

（当センターのホームページ「希望研修の情報・申込はこちらから」のバナーから行ってください）。 

 ④ 教頭は、Plant の学校管理職アカウントにて、４４月月 2288 日日（（火火））ままででにに受受講講申申込込みみのの承承認認・・否否決決のの登登録録を行って

ください（Plantマニュアルを参照）。 

 ⑤ 受講の採否は、５月 19 日（火）午後１時以降に Plant 上で公表しますので、Plant にログインして確認してく
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５月に行われる学校体育研修については、 

５月19日（火）より前に受講決定者へ通知します。 

２ 希望研修 
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(4) 追加募集する研修講座について 

 ① 申込み締切以降、追加募集する研修講座がある場合は、引き続き申込みを受付けます。追加募集する研修講座

の一覧を、５月20日（水）にPlant及び当センターのホームページに掲載します。 

 ② 追加募集講座への申込み数に制限はありません。４月の申込みで３講座申し込んだ方も、新たに申し込むこと

ができます。他のスケジュールと重複することがないよう十分確認してください。 

 ③ 追加募集講座への申込みは、(3)の③及び④と同様に行ってください。 

 ④ 申込みは５月 20 日（水）から始まります。各講座の実施日の 10 日前までに申し込んでください（実施日の 10

日前が土日・祝日である場合は、申込み締切日を直前の平日に繰り上げます）。 

 ⑤ 申込状況により、各講座の締切日よりも前に募集を終了する場合があります。 

 

(5) 欠席、遅刻・早退について 

 ① 欠席について 

   対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等により研修を欠席する場合、管理職は、電電話話ににてて企企画画調調査査部部

（（00226633‐‐5533‐‐88880022））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。その

際、電子申請送信直後の画面から出力可能な PDF ファイル（様式第 71 号）を出力し、所属校で保管してくださ

い。欠席する教職員に代わり他の教職員が受講する場合、代理受講者についても申請してください。欠席しなけ

ればならないことが分かった時点で、できるだけ早く、当センターへの連絡、欠席・遅刻・早退に係る電子申請

を行ってください。 

   なお、材料費を必要とする研修講座では、止むを得ない事由等で欠欠席席ししたた場場合合もも材材料料費費をを徴徴収収させていただき

ます。所属校の教頭を通じて連絡を取らせていただきますのでご承知おきください。 

 ② 遅刻・早退について 

   管理職は、電電話話ににてて企企画画調調査査部部（（00226633‐‐5533‐‐88880022））にに連連絡絡ををししたた後後、、欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを

行行っっててくくだだささいい（（pp..8822 参参照照））。。その際、電子申請送信直後の画面から出力可能なPDF ファイル（様式第 71 号）

を出力し、所属校で保管してください。 

      なお、体調不良等で、当日早退する場合は、当センターから所属長へ電話にて連絡します。その場合は後日、

欠欠席席・・遅遅刻刻・・早早退退にに係係るる電電子子申申請請をを行行っっててくくだだささいい。。  

 

(6) その他 

 ① 手話通訳者の希望がある場合は、事前に管理職から企画調査部（0263‐53‐8802）に連絡してください。手話

通訳者の派遣依頼に時間を要しますので、早めの連絡をお願いします。 

 ② 行政職員や教育委員会の指導主事が当センターの研修講座への参加を希望する場合は、研修の視察として扱い
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(1) 申申込込講講座座のの採採否否ははPPllaanntt ににてて確確認認ををししててくくだだささいい。。Plant に登録されていない教員の申込講座の採否は、当セン

ターから郵送される「学校別受講決定者通知書」を確認してください。 

(2) 研修講座の受講日や持ち物等については、研修講座案内の他、Plant や当センターのホームページ「追加連絡は

こちらから」を確認してください。 

(3) 講師の承諾が得られたテキスト等については、受講日の３日前までに電子データを Plant に掲載し、その旨を

Plant に登録しているメールアドレスを通じてお知らせします。受受講講日日当当日日、、当当セセンンタターーににおおいいてて、、印印刷刷・・製製本本

ししたたテテキキスストト等等をを受受講講者者全全員員にに配配付付ししまますすが、テキスト等が Plant に掲載された場合は、個人端末に電子データ

を保存して持参することもできます（ダウンロード方法等はPlantマニュアルを参照）。 

(4) 研研修修講講座座ののふふりりかかええりりははPPllaanntt へへのの入入力力ととななりりまますす（Plantに登録されていない受講者については、受講日当日

に Google Forms や用紙でのふりかえりを案内します）ので、WWii--FFii にに接接続続でできき、、PPllaanntt ににロロググイインン可可能能なな端端末末をを

ごご持持参参くくだだささいい。端末持参が難しく受講日当日にふりかえりを Plant に入力できない場合には、帰校後入力して

いただくようになります。 

 

 

 

終日開催の基本日程  半日開催の基本日程 

受 付  9:10 ～  9:35 
 

午 

前 

受 付  9:10 ～  9:35 

午前の研修  9:40 ～ 12:00 
 

研 修  9:40 ～ 12:10 

昼 食 12:00 ～ 13:00 
 

午 

後 

受 付 13:10 ～ 13:35 

午後の研修 13:00 ～ 16:10 
 

研 修 13:40 ～ 16:10 

 

 

 

(1) ゴミは持ち帰ってください。 

(2) 冷暖房は、長野県が推進するエコマネジメント長野に基づく内規により運用しています。受講者もクールビズ、 

ウォームビズにご協力ください。特特にに、、寒寒いい時時期期ににはは防防寒寒対対策策をを各各自自でで行行ううよよううおお願願いいししまますす。。  

 

 

 

(1) 当センターの食堂「温故」は営業していません。 

(2) メインラウンジにて、不定期にお弁当等を販売している場合があります。詳細は当センターのホームページを確 

認してください。また、数に限りがありますのでご注意ください。 

(3) 昼食場所については、講座担当者の指示に従ってください。 

(4) センター外から持ち込んだ弁当の容器やペットボトル等は、ゴミ袋等を持参し、必ず持ち帰ってください。メイ 

ンラウンジで購入したお弁当の容器も同様にお願いします。 
  

Ⅱ 受講上の注意事項 

１ 受講日・持ち物等の確認について 

２ 研修講座の基本日程について 

３ 研修室について 

４ 昼食について 
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(1) 送迎は、塩尻駅（東口）～長野道高速バス停留所（広丘野村）～総合教育センターの区間です。 

(2) 利利用用日日のの７７日日前前ままででに、当センターのホームページから電子申請で申し込んでください。期限を過ぎてからの申

込みは、受け付けられない場合があります。また、申込期限までに利利用用者者ががいいなないい場場合合ににはは、、運運行行ししまませせんんので

注意してください。 

  ※ 信州大学教育学部附属学校園、私立学校（幼稚園・認定こども園を含む）の教員は、申し込む前に、総務部

（0263‐53‐8800）に連絡してください。 

(3) 申込みを取り消す場合は、速やかに総務部（0263‐53‐8800）まで連絡してください。 

(4) 送迎車の運行時刻及び乗降場は次のとおりです。半日の講座で利用する場合はお問い合わせください。 
 

センター行き センターからの帰り 

高速バス停留所（広丘野村）発 午前８時50分 

塩尻駅（東口）      発 午前９時10分 

総合教育センター     着 午前９時30分 

総合教育センター     発 午後４時20分 

高速バス停留所（広丘野村）着 午後４時30分 

塩尻駅（東口）      着 午後４時45分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※利用者の人数によりマイクロバスではなく乗用車の場合もあります。 

  ※ＪＲ塩尻駅の送迎車待機場所はマイクロバスの場合と乗用車の場合では異なりますので注意してください。 

 

  

  

  植込みのある場所では、無理のない範囲で前向き駐車にご協力ください。混雑時は係員の指示に従ってください。 

 

 

 

 県立学校以外の旅費は長野県教育委員会義務教育課に請求してください。当センターが主催する研修は研修旅費と

なります。私立学校（幼稚園・認定こども園を含む）については、学校（園）負担となります。 

 

 

 

 当面利用できません。 

５ 送迎について 

６ 駐車場の利用について 

７ 旅費について 

８ 宿泊施設の利用について 
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講講座座案案内内表表のの見見方方  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容、連絡等
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
講義「○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○」
　　講師　□□□□□大学　教授　△△　△△

② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 演習「○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○」
義初 高初 義キ 高キ ■持ち物　○○○○、○○○○、○○○○

  ○○○○○○○○○○研研修修
講座番号・講座名 実施日

X-X-XX-XX

○○○○○講座名○○○○○

～○○○○○サブタイトル○○○○○～ ○月○日(○)
地域社会と

連携・協働

目標実現に向け、

柔軟に対応する力

「教育のプロ」としての高度な知識や技能 【オンライン研修】
学習指導 生徒指導 現代的な諸課題への対応 在勤校等

① ③ ⑧
基礎形成 伸長 充実 深化・貢献

幼 小 中 義 高 特 専
○ ○ ○ ○ ■教材費　○○○○円  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修講座案内 

キキャャリリアアスステテーージジ  

     は募集するキャリアステージ、    は受講をお勧めするキャリアステージ 
 基礎形成・・・・第Ⅰ期 基礎形成期相当（経験１年から５年程度） 

   教科指導や生徒指導について基礎的・基盤的な力を身に付け、実践力を磨く時期 
 伸長・・・・・・第Ⅱ期 伸長期相当（経験５年から10年程度） 

   教科指導や生徒指導の力をさらに身に付け、これまでの自分の実践を見返しながら専門性を高めていく時期 
 充実・・・・・・第Ⅲ期 充実期相当（経験10年から20年程度） 

   学校の中核となる教員としての自覚をもち、組織マネジメントやリスクマネジメントなどの力を身に付け、それらを発揮していく時期 

 深化・貢献・・・第Ⅳ期 深化・貢献期相当／管理職期相当（経験20年程度以上） 
   教員としての人間力をさらに向上させ、豊富な経験を生かし、多面的・多角的な視野をもって組織的な運営を推進していく時期 

講講座座番番号号  

講講座座名名・・ササブブタタイイトトルル  

 同一名講座は、末尾の記号に注意 
 Ａ～Ｃ 付 ・・・ 内容が同じ講座、重複選択不可 
 Ⅰ～Ⅵ 付 ・・・ 内容が異なる講座 

実実施施日日  

 研修講座の実施日 
実実施施方方法法にに関関すするる情情報報  

 所外で行う研修、オンライン研修、半日研修など 

対対象象のの研研修修種種  

 ○印のある研修種が選択研修の対象講座 
 義初 ・・・ 小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校の 
                           初任者研修 
 高初 ・・・ 高校の初任者研修 
 義キ ・・・ 小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校の 
           キャリアアップ研修Ⅱ・キャリアアップ研修Ⅲ 
 高キ ・・・ 高校のキャリアアップ研修Ⅱ・キャリアアップ研修Ⅲ 

対対象象のの校校種種  

 申込み可能な校種 
 幼 ・・・ 幼稚園・認定こども園 
 小 ・・・ 小学校 
 中 ・・・ 中学校 
 義 ・・・ 義務教育学校 
 高 ・・・ 高等学校 
 特 ・・・ 特別支援学校 
 専 ・・・ 専修・各種学校 

長長野野県県教教員員育育成成指指標標のの実実務務指指標標をを支支ええるる1144ののススキキルルととのの対対応応関関係係（表紙裏の①から⑭までの14のスキル） 

Ｃ 地域社会と連携・協働する力 
 ・地域社会の発展に主体的に寄与する力  

 ・郷土を愛し、地域の自然、歴史、文化及びそこに住む人々を尊重する態度 
 資質を支えるスキル 
  ①・・・地域コミュニティの拠点としての学校づくり 

  ②・・・地域をフィールドにした学びづくり 
 
Ｄ 目標実現に向け、柔軟に対応する力 

 ・知識や技能を常に刷新しようとする意欲や態度 
 ・同じ目的に向かってチームで対応する力 
 資質を支えるスキル 

  ③・・・セルフマネジメント  ④・・・チームマネジメント 
  ⑤・・・危機管理       ⑥・・・カリキュラム・マネジメント 

Ｅ 「教育のプロ」としての高度な知識や技能 
 ・教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践する力 

 ・グローバル化、情報化、特別支援教育等の課題に対応する力 
 資質を支えるスキル 
 ＜学習指導＞ 

  ⑦・・・教材研究（Plan）    ⑧・・・指導方法（Do） 
  ⑨・・・学習評価（Check-Action） 
 ＜生徒指導＞ 

  ⑩・・・個への指導    ⑪・・・集団における指導 
 ＜現代的な諸課題への対応＞ 
  ⑫・・・ＩＣＴ活用    ⑬・・・インクルーシブな教育 

  ⑭・・・探究の学び 

内内容容、、連連絡絡等等  

 講義内容や演習内容などの研修講座の概要と、持ち物や 
 教材費の有無などの連絡事項 
 ※ 講師の所属・役職は令和８年３月現在のもの 
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Ⅰ 指定研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得ます。 

〔初任者研修１年次・２年次〕 

総総合合教教育育セセンンタターーででのの指指定定研研修修  

これまでの教員としての実践を振り返り、学級・学年経営、教科指導、

生徒指導等に関わる専門的知識並びに技能の向上を図ります。 

キキャャリリアアアアッッププ研研修修ⅠⅠ    小小・・中中・・特特  PP2233～～    高高  PP2255～～  

これまでの教員としての実践を振り返り、ミドルリーダーに向けての

意識改革、視野の拡大及び専門性の向上をめざします。また、学校組

織における中堅教員としての自覚をもち、学校教育活動の中核として

学校運営に関わる実践的な力を育みます。 

キキャャリリアアアアッッププ研研修修ⅡⅡ    幼幼・・小小・・中中・・特特PP2277～～    高高  PP3322～～  

キキャャリリアアアアッッププ研研修修ⅢⅢ    小小・・中中・・特特・・高高  PP3366  

20年目以上の教員が、自己実践を振り返り、今後の教員人生を展望す

ることを通して、充実期の教員としての専門性や人間性を高めるととも

に、ミドルリーダーに求められる実践力を向上させます。 

学校経営を円滑に行うために、管理職としての識見を高めます。 

管管理理職職研研修修              義義務務PP1100    高高校校  PP1111  

10年 

５年 

初任 

20年 

30年 

初初任任者者研研修修              幼幼・・小小・・中中・・特特  PP1122～～    高高  PP1177～～  

Ⅳ 

私達は、教職生活を通じ、継続的に資質能力の向上を図る

必要があります。また、キャリアステージに応じた担うべき

役割を意識し、チームとして連携・協働し、組織的に対応で

きるようにすることも大切です。 

教員育成指標は、教職全体を俯瞰し、各キャリアステージ

で目安となる資質能力を示したものであり、それに基づい

て、指定研修は設定されています。自分の現状を把握し、必

要な知識・技能を身に付けるため「学び続ける教員」を支援

します。  

Ⅲ 

Ⅱ 

Ⅰ 

Ⅰ 
基 
礎 
形 
成 
期 
相 
当 

Ⅱ 
伸 
長 
期 
相 
当 

Ⅲ 
充 
実 
期 
相 
当 

 

管
理
職
期
相
当 

深
化
・
貢
献
期
相
当 

Ⅳ 人間力を更に向上

させ、学校運営や

後進の指導、児童

生徒の教育にあた

ろう。 

更なる向上のため

に学び続ける姿を

後輩に示そう。 

変化に柔軟に対応

する力を身に付け

よう。 

自己満足に陥らず

絶えず学習者の視

点で自分の実践を

見返そう。 

学校の中核として

の自覚を持ち、組

織マネジメントや

リスクマネジメン

トの力を身に付け

よう。 

分からないことは

相談し、良い授業

や学級経営に数多

く触れよう。ま

た、幅広く多くの

経験をしよう。 
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